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［緒言］

演者らは、電解水の強力な殺菌作用を利用して歯

科器材の消毒処理などへの応用を試み、その有用性

を明らかにしてきた。洗口・含嗽水への応用も期待

されるが、電解酸性水は不快臭が強く、また口腔内

の金属修復物を腐食させ、とくに強電解酸性水は歯

の脱灰・溶解作用が強いため、口腔内の洗浄には適

さない。したがって本研究では、生体に対して為害

作用を示さず、無味無臭に近い、金属に対する腐食

作用が小さい、長期保存が可能である、などの利点

を持つ電解中性水を用いて、レジン床および口腔内

の洗浄による殺菌効果とそれに伴う口臭抑制効果を

調べた。

［材料および方法］

表 1 に用いた電解中性水（AP アクア 21、アサヒ

プリテックおよび比較のため使用した水道水の特性

値を示す。

表 1 電解中性水および水道水の特性値

pH ORP(mV) 残留塩素(ppm)
NW 6.9±0.04 854±4.6 38±0.4
TW 7.3±0.04 476±3.6 0.9±0.2

NW：電解中性水

TW：水道水

1. 洗口による殺菌効果

洗口前、水道水による洗口後、および電解中性水

による洗口後について、舌ならびに頬粘膜の一部を

滅菌綿棒で拭き取って付着物をサンプリングした後、

滅菌水 10ml に懸濁させた。この液 0.1ml を生物化

学発光法に基づいて ATP テスター（ATP-70、東亜

DKK）により ATP 量を測定して菌濃度を分析し、

各部位で採取した生菌数を算出した。

2. レジン義歯床の殺菌

209P を Brain Heart
Infusion（日水製薬）中で 37℃、24 時間培養し、

遠心分離（3,000rpm、20 分間）により集菌後、生

理食塩水に分散させて 1×106個/mlの濃度に調製し

た。加熱重合型アクリルレジン（アーバン、松風）

を用いて通法によりレジン床を作製し、37℃のイン

キュベーター内で菌液 200ml 中に浸漬して菌を付

着させた後、水道水および電解中性水により浸漬あ

るいは超音波洗浄処理を行った。処理後の義歯床を

新鮮な生理食塩水 200ml 中で 30 秒間超音波洗浄し

て、残存する菌を回収した。この液 1ml を寒天培地

と混釈培養後、コロニー数から菌数を算出した。

3. 口臭測定

口臭測定器（MS-ハリメーターE、モリタ）を用

いて、洗口前後および義歯装着者においては義歯洗

浄前後の口臭を測定した。

［結果および考察］

 口臭の原因のひとつとして、舌苔があげられる。舌

苔の除去手段として一般に手指による操作で機械的

にこすりとる方法が用いられ、その器具が市販されて

いる。しかし、機械的に除去しすぎるとかえって舌苔

がつきやすくなるという説がある。本研究では、強力

な殺菌作用を持ちながら生体にやさしい電解中性水

（AP 水）で洗口することによって、舌苔を含め、口

腔内の除菌を試み、その結果を ATP テスターで測定

した。洗口により菌の減少はみられたが、不特定多数

の雑菌が対象となるため、現段階では定量的な菌数の

減少を確定するに至っていない。

 表２に菌を付着させた義歯床を電解中性水および

水道水で処理したときの殺菌・除菌効果を示す。

 表 2 処理後に義歯床から検出された被験菌数

処理前 浸漬

１分間

超音波洗浄

１分間

NW ╋╋╋╋╋ － －

TW ╋╋╋╋╋ ╋╋╋╋

～ ╋╋╋╋╋

╋╋╋╋

╋╋╋╋╋：～106、╋╋╋╋：105、－：0
義歯床の処理では、水道水中で１分間超音波洗浄し

ても除菌効果は小さく、106 オーダーから 105 オーダ

ーまで減少するにすぎなかった。電解中性水中では、

わずか１分間浸漬するだけで十分な殺菌効果を示し、

残存菌はゼロとなった。この結果は新たに作製した義

歯床での殺菌効果であり、使用中に汚れとともに付着

した菌の場合には、超音波洗浄が不可欠である。

ハリメーターによる口臭測定では、変化に著しい個

人差がみられたが、全般的に洗口によって測定値に有

意な低下が認められた。水道水で 1 分間うがいをする

だけでも数％から十数％値が低下したが、さらに 1 分

間うがいをしても大きな低下はみられなかった。電解

中性水で 1 分間うがいした場合、もともと高い値を示

した被験者の中には 50％程度低下し、口臭の強の閾値

を超えて微弱の領域に入るケースもあった。2 分間う

がいをすると、さらに値が低下する傾向もみられた。

義歯装着者では、電解中性水による義歯の洗浄で口臭

測定値は有意な低下を示した。

 以上の結果から、電解中性水による洗口および義歯

の洗浄は口臭抑制の観点からも有効であることが示

唆された。














